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□ご挨拶 

 

2023年春頃より、新型コロナウイルスによる感染者数も減少傾向となり、制限もかなり緩和されてき

ました。一方、世界の政治・経済の情勢による影響から原材料、燃料、その他様々な価格の高騰

が続いています。 

近年、環境や安全問題に対する社会的認識が高まる中、当社に何ができるかを模索し、微力な

がら全社一丸となって環境に配慮した生産活動・環境活動に取り組んで参ります。 

関係各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

令和 5年 4月 20日 

大阪硝子工業株式会社 
代表取締役 谷村 宏昌 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大阪硝子工業株式会社 

 
「私達は、世の中の人々から必要とされる企業でありたい」を経営理念とし、そのために
は経営に関して可能な限りざまざまな改善を実施し、それを維持することによって社会に
「安心」と「安全」を提供することが可能になると考えます。 
 当社は、電気・ガス機器に使用されるドアガラス、光学レンズ、特殊ガラスなどの強化
硝子及び曲げ硝子の製造加工販売を行なっています。これらの生産工程における省エネ・
省資源並びに技術革新を図り、環境負荷の軽減に努め、すべての従業員による環境保護を
推進し、環境関連の法規制を順守するとともに、事業経営との共生を図るため、全社一丸

となって継続的に環境保全活動に取組みます。 
 
☆行動指針 
１.具体的に次のことに取組みます。 
①生産効率を高め、消費エネルギーの軽減により CO2排出量の削減を実施する。 
②歩留まり（良品率）向上に努め、廃棄ガラス（カレット）の減量、合紙・包装紙等
の産業廃棄物の削減を実施する。 

③全社での総排水量（水使用量）の削減を実施する。 
④当社にて使用する化学物質を適正に管理する。 
⑤当社が生産・販売する製品及びサービスに関する取り組みに努める。 

２.環境目標・活動計画を定め、定期的な見直しと継続的な改善に努めます。 
３.環境関連法規、条例及び当社が約束したことを順守します。 
４.環境への取組みを環境経営レポートに取りまとめ公表します。 
５.この環境経営方針は、全従業員に周知・徹底します。 

 
                          制定日：2018年 05月 16日 

改訂日：2022年 11月 01日 
                   代表取締役社長 谷村 宏昌 
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□登録事業所の概要 

（1） 事業者名及び代表者名 

 大阪硝子工業株式会社 

 代表取締役 谷村 宏昌 

（2） 所在地 

 本社･本社工場：東大阪市楠根３丁目１番３５号 

 枚方工場：枚方市長尾家具町１丁目１０番３号 

（3） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 環境管理責任者：品質管理部長 中村 一之 

 事務局：総務部 多田 正和 

 TEL：06-6744-0621   FAX：06-6746-1940 

（4） 事業内容（認証・登録の活動範囲） 

 強化ガラスの製造・販売 

（5） 事業の規模 

 主要製品生産量       290㌧／年 

  本社・本社工場 枚方工場 合計 

従業員 19名 4名 23名 

延べ床面積 2,101㎡ 3,270㎡ 5,371㎡ 
 

（6） 事業年度 

 2022年3月～翌年2月 

 

 

□環境経営システム組織図 
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□主な環境負荷の実績 

項目 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

二酸化炭素排出量(1)※1 ㎏-CO2/年 248,311 239,761 235,448 229,639 227,062 

 電力による排出量 ㎏-CO2/年 225,345 218,717 216,154 207,338 205,216 

二酸化炭素排出量(2)※2 ㎏-CO2/年 272,157 214,302 201,132 214,829 188,786 

 電力による排出量 ㎏-CO2/年 249,192 193,258 181,844 192,528 168,842 

廃棄物排出量 ㌧／年 36 37.4 27.2 23.3 24.9 

 一般廃棄物 ㌧／年 5 4.8 3.0 2.1 2.9 

 産業廃棄物 ㌧／年 31 32.6 24.2 21.2 22.0 

水使用量 ㎥／年 817 764 944 900 730 

※1. 二酸化炭素排出量(1)は、電力の排出係数を一般電気事業者の排出係数（平成15年環境省GHG算

定方法ガイドライン）0.378 ㎏-CO2/ kWhに固定した時の推移を示す。 

※2. 二酸化炭素排出量(2)は、年度毎に関西電力から公表されている実績値（調整後）を用いた時の推

移を示す。 

※3. 二酸化炭素排出量には、電力、ガソリン、灯油、都市ガスの使用に伴う二酸化炭素排出量が含まれ

る。 
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□主な環境負荷の実績（全社）の推移 

 ※電力使用量削減の取組みで CO2排出量（1）（2）は、いずれも右肩下がりに推移している。 
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□主な環境経営目標及びその実績（全社） 

           年度 
 

項目 

2015年度 2022年度 2023年度 2024年度 

基準年度 
目標 

（5％減） 実績 目標 目標 

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2/年 320,267 304,254 227,062 301,050 294,646 

 電力使用量の削減※1 ㎏-CO2/年 298,259 283,346 205,216 280,363 274,398 

廃棄物等総排出量の削減 ㌧／年 45.7 43.4 24.9 42.9 42.0 

 
一般廃棄物の削減 

（一般ゴミ・紙類） 
㌧／年 6.3 6.0 2.9 5.9 5.8 

 廃棄ガラスの削減※3 ㌧／年 39.4 37.4 22.0 37.0 36.2 

水使用量の削減 ㎥／年 1,034 982 730 972 951 

塗料･シンナーの適正管理※2 ㎏／年 350 350以下 300 350以下 350以下 

自らが生産･販売･提供する製品 
及びサービスに関する環境配慮 件／年 2 

3 
(継続活動) 

3 
3 

(継続活動) 

3 
(継続活動) 

※1. 電力の二酸化炭素排出係数は、一般電気事業者の排出係数（平成15年環境省GHG算定方法ガイ
ドライン）0.378 ㎏-CO2/ kWhを用いた。 

※2. 二酸化炭素排出量には、電力、ガソリン、灯油、都市ガスの使用に伴う二酸化炭素排出量が含まれ
る。 

※3. 塗料の保管量を基準年度値以下になるように管理する。 
※4. 廃棄ガラスには循環資源ガラスも含みます。 

 

 

□環境経営の取り組み計画と評価、次年度の取り組み内容（全社） 

取り組み計画 達成状況 （基準年度比） 評価（結果と今後の方向） 

二酸化炭素の削減 基準年度 320,267 ㎏-CO2  目標達成 

 目 標 304,254 ㎏-CO2 (95.0%) 次年度も不透明な経済状況ではあります

が、各部署、各人がCO2削減意識を持ち目

標に向けて活動を継続する。 

 実 績 227,062 ㎏-CO2 (70.9%) 

 達成率（目標/実績）  134.0% 

 電力の削減 基準年度 298,259 ㎏-CO2  目標達成 

 ・節電運動展開 目 標 283,346 ㎏-CO2 (95.0%) 稼働設備により電気使用量に差が出ます

が、前期より売上・生産量が共に増加し、電

気使用量が減少した事は評価できます。 

次年度、社会情勢による電気料金の値上

がり傾向の中で、コスト面も考慮しながら環

境に対応し、全員が継続して電力の削減活

動に努める。 

 ・クールビズ運動 実 績 205,216 ㎏-CO2 (68.8%) 

 ・ウォームビズ運動 達成率（目標/実績）  138.1% 

 ・設備の空運転防止     

 ・待機電力の削減を行う     etc     
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廃棄物の削減 基準年度 45.7 ㌧  目標達成 

前期に比べ廃棄物の量が若干増加しまし

たが、製品の生産量が 1.5倍に増加した事

をふまえると評価できる結果です。 

次年度も全員が目標とする取組を継続し目

標達成に努める。 

  目 標 43.4 ㌧ (95.0%) 

  実 績 24.9 ㌧ (54.5%) 

  達成率（目標/実績）  174.3% 

 一般ゴミの削減 基準年度 6.3 ㌧  目標達成 

 ・裏紙使用 目 標 6.0 ㌧ (95.0%) 次半期も同様の取組みを実施し、さらなる

一般ゴミ削減に努める。  ・合紙/包装紙の再利用 実 績 2.9 ㌧ (46.0%) 

 ・合紙/包装紙の緩衝材として再利用 達成率（目標/実績）  206.9% 

     etc     

 廃棄ガラスの削減 基準年度 39.4 ㌧  目標達成 

 ・端板の有効利用 目 標 37.4 ㌧ (95.0%) 次半期も ISO9001 品質マネジメントシステ

ムの運用も含め同活動を継続し目標達成に

努める。 

 ・半製品の再利用 実 績 22.0 ㌧ (55.8%) 

 ・分別による廃棄ガラスのリサイクル化 達成率（目標/実績）  179.1% 

 ・不良品の低減    etc     

水使用量の削減 基準年度 1,034 ㎥  目標達成 

 ・節水の呼びかけ 目 標 982 ㎥ (95.0%) 水使用量は前処理加工量の増減により変

化しますが、次年度も各人が節水意識を持

ち活動を継続する。 

 ・節水弁の取り付け 実 績 730 ㎥ (70.6%) 

 ・節水啓発標語を蛇口付近に貼る 達成率（目標/実績）  134.5% 

 ・水洗トイレの排水量を調整  

 ・水漏れチェック etc     

化学物質使用量の削減 基準年度 350 ㎏  目標達成 

 塗料･ｼﾝﾅｰの適正管理（数量把握） 目 標 350 ㎏ 以内 次年度も塗料・シンナーの保管量を削減す

る活動を継続する。  ・塗料保管量の把握 実 績 300 ㎏  

 ・MSDSによる管理        etc     

製品･サービスへの環境配慮     目標達成 

 ・リターナブルケースの活用 目 標 継続活動  当社工場間のリターナブルケースによる輸

送は評価できますが、同ケースの紛失が目

立ちます。各工場間で話し合い解決して下

さい。 

次年度も環境に配慮した塗料、リターナブ

ルケースの活用等の取り組みを継続する。 

 ・RoHS指令、REACH規則 

に配慮した塗料の推進 

・輸送の効率化 

実 績 達成※1  

※1 環境配慮は3件の活動を継続し目標達成。 
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□環境関連法規制等の順守状況 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等） 順守状況 

騒音規制法及び振動規制法 空気圧縮機、送風機、印刷機 〇 

大気汚染防止法 ガラス強化炉、乾燥機 〇 

廃棄物処理法 廃棄ガラス、一般廃棄物 〇 

下水道法 糸面取り加工機 〇 

電気事業法 受電設備の保守保全 〇 

大阪府流入車規制 トラック 〇 

悪臭防止法 シンナー（トルエン） 〇 

毒物及び劇物取締法 フッ化バリウム 〇 

水銀汚染防止法 蛍光灯（水銀使用製品産業廃棄物） 〇 

家電リサイクル法 テレビ、冷蔵庫等 〇 

小型家電リサイクル法 パソコン、プリンター等 〇 

環境関連法規制等の順守状況については、順守されている。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘および訴訟は、過去３年間ありません。 

 

□代表者による全体の評価と見直し・指示 

 2022 年は長びく新型コロナウイルス変異株の影響又、継続しているロシアのウクライナ侵攻のみな

らず世界の政治・経済の情勢が我が国にとっても影響をおよぼし、当社も厳しい状況にありました。 

 しかしながら2022年度の環境経営目標に関しては、昨年に続き全社員の活動の取り組みにより目標

達成となっている事は高く評価しています。 

 近年、各企業はSDGsや CO2削減を目指し、ますます環境に配慮した行動が推進されています。当社

も一企業として環境に配慮した生産・環境活動を引き続き取り組み、省資源・環境負荷低減に努めて参

ります。 

 

・環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり 

・環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 

・実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり 

・その他 □ 変更なし ☑ 変更あり（緊急連絡網編制表の見直し） 

 

※次回2023年度 環境経営レポートの作成は2024年5月頃の予定です。 


